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のうかんけん夏休み公開2015

　小中学校の夏休み時期にあたる7月25日（土曜日）に、

「のうかんけん夏休み公開」を開催し、小学生とその保護者

を中心に2415人もの方に来場いただきました。当日は、研

究所構内に里山を再現した「ミニ農村」や、農業環境インベ

ントリー展示館など3つの会場に14企画を用意し、参加した

子どもたちは普段できない体験に目を輝かせて取り組んで

いました。アンケートでも9割の方に「とてもたのしかった」、

「たのしかった」と回答いただきました。

　この催しは、子どもたちに科学に目を向けてもらい、農業

と環境のかかわりに関心をもってもらうことを目的に平成

25年度から始めたもので、農研機構「夏休み公開」と同じ日

に開催して会場間を無料バスで連絡しています。

（広報情報室）

のうかんけん夏休み公開 報  告
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　農業環境技術研究所は、8月7日（金曜日）、「サイエンスキ

ャスティング」の協力機関として6名の参加者を受け入れま

した。サイエンスキャスティングとは、つくば国際会議場など

が主催する中学生・高校生のための科学体験イベントです。

参加者は研究室を訪問して、そこで行われている研究につ

いて見たり、聞いたり、体験したりして調査し、翌日にその内

容を国際会議場でプレゼンテーションします。農環研は昨年

より協力機関として参加しています。

　多くの昆虫は、フェロモンとよばれる匂い物質を使って仲

間を呼び集めたり、外敵から身を守ったりしています。また、

植物は、匂いを利用して花粉を運んでくれる虫を集めるだ

けでなく、害虫を攻撃する天敵までも呼び寄せます。参加者

たちは、このような植物や昆虫のコミュニケーションについ

て講義を受けた後、植物や昆虫が出す匂いに昆虫がどのよ

うに反応するかを観察したり、実験設備を見学したりして、

「生物の匂いの役割と秘密にせまる研究」について学びま

した。

（広報情報室）

サイエンスキャスティング2015
匂いを利用した植物や昆虫のコミュニケーション

報  告

講師の田端純主任研究員と参加者


